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鵜飼の保存活用
令和6年12月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「鵜飼の保存活用」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

10番（崎尾亮介） ［登壇］

おはようございます。通告に基づきまして、大きく３項目、鵜飼の保存活用について、熱中症対策について、自転車罰則強化の周知

啓発の必要性について質問します。

まず、鵜飼の保存活用についてです。

本質問は、日田市においての鵜飼を持続可能にするために問題提起することが目的です。

旅行予約サイト「たびらい」では、日田市の鵜飼を次のように紹介しています。「多くの河川を有していることから水の里といわれ

ている大分県日田市、特に有名なのが三隈川で、豊富な水量と広い川幅を生かして行われる鵜飼は岐阜県岐阜市、愛媛県大洲市と並

んで日本三大鵜飼の一つに数えられています。また、大分県の無形民俗文化財の指定も受けており、日本の伝統文化を現代に伝える

貴重なものです。三隈川で鵜飼が行われるようになったのは、今から約４００年前、日田を統治した豊臣秀吉の家臣が岐阜から鵜匠

を招いて三隈川で鵜飼をさせたことが始まりといわれています。江戸時代に、徳川幕府の直轄地となった天領の時代からは屋形船か

ら鵜飼を見物する川遊びが盛んに行われるようになり、夏の夜の風物詩として定着するようになった」とあります。紹介されるよう

に、鵜飼は日田市の地域資源であり、財産の一つと考えています。

しかしながら、現在の日田市の鵜飼は２つの課題を抱えています。１つ目は鵜飼を支える鵜匠、掉差しの生計が安定せず、鵜飼を継

続するのが困難になっていること、２つ目は鵜匠、さお差しの後継者が不在なこと、この２つは独立した問題ではなく、相互に影響

し合う問題と認識しています。

現在の状況では、鵜飼の持続は困難と考え、問題を提起、再認識していただき、鵜飼を持続可能とするのが目的です。

今回は鵜飼を持続可能とするための論拠として日、本政府観光局が推進するサステナブルツーリズムに基づいて質問します。

サステナブルツーリズムとは、訪問客、産業、環境、受入地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に

十分に配慮した観光を意味します。言い換えれば、旅行者、観光関係事業者、受入地域にとって環境、文化、経済の３つの観点で持

続可能かつ発展性のある観光を目指すということです。

環境の観点については、観光負荷に配慮したコンテンツの提供や自然や生物多様性の保全など、環境資源を最適な形で活用できてい

るかという点、文化の観点では、地域に根づく伝統文化を維持し、その伝統文化を生かして伝統文化が次世代へと正しい形で受け継

がれているかという点、経済の観点では、包括的・持続的な経済性であり、自立し継続できるかという点。

岐阜県がサステナブルツーリズムの先進地であり、長良川流域サステナブルツーリズムモデル構想を有していることから親和性が高

いと考え、持続可能の論拠といたしました。

サステナブルツーリズムの三つの要素のうち文化的側面と経済的側面を確認するため、文化財保存活用地域計画における鵜飼の位置

づけと保存活用方法をお示しください。

また、観光から見た鵜飼と遊船の現状と今後の方針についてお示しください。

教育次長 ［答弁］

私からは、鵜飼の保存活用についてお答えいたします。

日田市文化財保存活用地域計画、以下地域計画と申し上げさせていただきますが、地域計画は本市の貴重な宝である多種多様な文化

財を調査、把握し、総合的、一体的に捉え、まちづくりや観光などの他の分野とも連携し、地域総がかりで将来への保存活用につな

げていくため、ふるさとの宝を未来へとつなげる歴史と伝統文化が息づく町日田を基本理念に、「文化財を知る、文化財を守る、文
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化財を生かす」の３つの基本理念を掲げ、現状、課題、方針を整理した上で具体的な措置を講じることとしています。

現在の進捗状況としましては、国の認定を受けるために審査を受けているところでございます。

議員お尋ねの地域計画における鵜飼の位置づけと具体的な保存活用方法についてでございますが、鵜飼は全国の１１か所でしか見る

ことができない貴重な文化財と捉えており、日田の鵜飼は昭和４１年に大分県の無形民俗文化財の指定を受けています。

この鵜飼に関して、地域計画におきましては特に文化財を守るため、文化財を支える人材の育成を推進することを方針の一つとして

おります。この具体例として、鵜飼の生計の安定化並びに後継者の確保及び育成について、関係各課及び団体、事業者などで情報共

有及び連携を図りながら対策を講じることで担い手の育成を推進するとしています。

また、そのための措置として実施する鵜飼保存対策事業において、保存及び継承のための活動経費の一部助成や、後継者の確保育成

の方策について検討を行うとしております。

また、学校教育、社会教育と連携した取組として、子供たちに無形民俗文化財の魅力や価値を伝え、興味関心を高めることをうたっ

ており、これまでに鵜飼に関する授業や鵜匠へのインタビューなどの取組を行ってまいりました。

次に、文化財としての今後の保存活用方法についてお答えします。

まず、現在行われている鵜飼を続けていくためにも、鵜飼の実施に係る経費への補助を継続したいと考えております。この補助は、

鵜の餌代や飼育に係る光熱水費、鵜匠からさお差しに支払われる委託料、鵜飼実演に使用するかがり火のまき代などを対象としてお

ります。

また、鵜飼の収入がシーズンに限られることや、その収入も屋形船の乗船者数に左右される一方、鵜の世話は年間を通して必要とな

ることなどが後継者育成の課題となっていますので、実際に鵜飼を行う方々、屋形船を所有する各旅館、加えて日田旅館組合や日田

市観光協会など関係団体及び市の関係課で協議を重ねながら、必要な対策を講じたいと考えております。

なお、先ほど申し上げました地域計画におきましては、鵜飼を含む無形の民俗文化財については、映像等による記録保存を行うこと

も文化財を守るための方針としてうたっていますので、鵜匠とさお差しの技術を映像記録として残しつつ、市の魅力の一つとして様々

な場面でＰＲにも活用したいと考えております。

また、鵜飼は既に観光資源として活用されている文化財でありますが、その価値を国内だけでなく海外へ積極的に発信してまいりま

す。

私からは以上でございます。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

次に、鵜飼について質問させていただきます。

サステナブルツーリズムにおける文化的な側面、地域に根づく伝統文化を維持し、その伝統文化を生かして伝統文化が次世代へと正

しい形で受け継がれているかという点について再質問します。

まずは、日田市の小中学生に対しての普及啓発について質問します。

日田市の文化財保存活用計画の文化財を生かすの項目の学習機会の現状、課題、方針についてはよく分析されていると個人では思っ

ているところです。その中で、学習機会の提供に努めているが、文化財の愛護精神が十分に涵養されていない点が記載されておりま

す。

そこで、現状行われている子供向けの鵜飼授業の利用実績をお示しください。

教育次長 ［答弁］

鵜飼も授業の実績についてでございますけれども、令和３年度以降の実績になりますが、学校などに出向き授業形式で行ったものに

ついては、令和３年度は高瀬小学校が１回、令和４年度には三和小学校が１回、令和５年度には子供向けではありませんが、企業研

修という形で１回実施をしております。

また、鵜飼を飼育する鵜小屋に生徒が訪問して鵜匠にインタビューする形式の学習、これにつきましては、令和４年度には三隈高校
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が１回、令和５年度には三隈中学校で１回実習をしております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

あまりに多くないと個人では思うところです。

令和４年１２月６日に三和小学校の４年生を対象に先ほどおっしゃられた、鵜飼授業をしたと市報で知ることがありました。こういっ

た活動は継続することが大事だと思いますが、今後、学校に対して周知活動を行っていく考えがあるのかをお伺いします。

教育次長 ［答弁］

学校に対しての周知活動についてですけれども、子供たちに郷土愛を育み、自分たちの住む地域に誇りを持ってもらうことは重要で

あると考えておりますので、今後も鵜飼授業などについては継続したいと考えております。

鵜飼の授業は各学校から依頼を受けて行っております。今後も引き続き、校長会や教頭会でお知らせをするとともに、高校にも積極

的に周知を行っていきたいというふうに考えております。

また、地域計画において学校及び公民館と連携し、子供たちに無形の民俗文化財の魅力や価値を伝え、興味関心を高めることも措置

の一つとしていますので、学校に加え、公民館とも協議をしながら周知活動を行っていく考えでございます。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

計画内で社会教育と学校教育と連携する計画を実効性があるものにしていただきたいと考えております。

また、個人としては、現在の要望に対しての授業ではなく、体系化して全学年を対象とした段階的な教育課程を組むのが望ましいと

考えています。低学年は知ることから始め、最終的な生徒像は、郷土の文化、環境を守るのは自分たちしかいないと自覚し、行動で

きる生徒です。その気質を養成する過程が必要と個人では考えているところです。現場の意見や作業負担もあることですので意見と

して進言いたします。

次に、コロナ禍で鵜飼体験と花火クルーズというイベントがございました。鵜飼を体験できるイベントとしては低単価で２,５００円

で参加できました。市民が気軽に参加できるイベントでしたが、令和５年度に終了いたしたところです。これは民間のイベントです

が、これに準ずるような魅力の発信が必要なように感じます。

市民に鵜飼の魅力が伝わる取組、または、今後の方針などあればお示しください。

教育次長 ［答弁］

鵜飼の魅力発信の取組ということ、または、今後の方針ということでございますけれども、地域計画におきましては、文化財を生か

すための措置として積極的な情報発信の推進をうたっておりまして、いろいろな場面に活用するためにデータベース化やアーカイブ

化、文化財コンテンツの多言語化などに取り組むこととしております。

この方針に基づきまして、映像やデータにより鵜飼をはじめとする文化財の魅力を広く発信したいと考えております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

ぜひ、鵜飼が正しく美しく伝わるように工夫していただきたいと思っております。

続いて、経済的な側面について質問いたします。

冒頭でも申し上げたように、現在、鵜匠、さお差しともに後継者がいません。その要因に経済的視点において持続可能ではない現状

があると考えています。

日田市文化財保存活用地域計画内で、鵜匠の生計を維持することが困難であると記載されていますが、今後、計画の中でどのように

解決に向け取り組んでいくのか、お示しください。
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教育次長 ［答弁］

解決に向けた取組ということでございますけれども、先ほど登壇上の答弁で申し上げましたとおり、地域計画においては、鵜飼の生

計の安定並びに後継者の確保、育成については関係各課及び団体、事業者などで情報共有及び連携を図りながら対策を講じるとして

おります。実際に、生計の課題解決に向け、昨年度も関係各課及び団体、事業者との協議を行いましたが、具体的な解決策を見出す

までには至っておりません。

鵜飼のほかに伝統文化や祭事など、多くの伝統文化では後継者不足に悩んでいるところでございます。生計に関わることに補助金な

どで市が税金を使うということは様々な意見があると思われますので、伝統文化の継承、地域経済の活性化、雇用の創出といったメ

リットと、税金の投入、優先順位、公平性といった問題を総合的に判断する必要があると考えております。そのため多角的な視点か

ら検討しながら、適切に解決策についても判断する必要があるというふうに考えております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

協議を進めている間にも時間は経過し、鵜匠さんはとても苦しい状況が続いております。ぜひ早い解決をお願いいたします。

鵜匠の鵜匠としての収入は、５月２０日から１０月３１日までの遊船乗客の鵜飼観覧料１人当たり４００円のみです。シーズン外の

鵜の管理に対しては賃金がありません。現在、県と市から補助がありますが、その補助内容では県指定の無形民俗文化財を維持する

のが困難だと考え、質問いたします。県は、この現状を把握しているのでしょうか。

教育次長 ［答弁］

県が市の現状について把握しているかということでございますけれども、市の文化財保護課から大分県の文化課へは鵜匠、さお差し

の人数や現状、後継者についての課題がある状況などを伝えております。

実際に、県からの補助もありますが、県の補助メニューとしては用具の新調などに関するものになります。具体的には、今年度、鵜

舟を２そう新調しておりまして、これについては県の補助が５０％、市の補助が２５％、保存会のほうが２５％というような形の配

分ということになっております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

県の補助は新調するという単発的なものなので、その補助内容では僕は保護できないと考えておりますので、ぜひ改善を促すべきだ

と考えております。

次に、商工観光部長にお伺いします。答弁によりますと、屋形船の利用が減っているとのことでした。鵜匠の収入は屋形船の利用客

数に比例します。鵜匠の経済的自立は屋形船の利用者を増やすことなしではあり得ません。屋形船の利用減の分析と利用促進に加え、

今後は鵜飼と屋形船がともにアップデートしていくことも必要になると考えています。鵜飼はショーとしてのブラッシュアップを、

屋形船はアップデートの手助けを市としても積極的にしていただきたいと考えております。

また、現状に際して、鵜飼の長所や魅力を分かりやすく伝え、価値を際立たせる作業が必要だと考えます。どこが担うかの問題はあ

りますが、市としてその必要性についてどう考えていますか、お答えください。

商工観光部長 ［答弁］

鵜飼の魅力について分かりやすく伝えるという必要性については、市としても十分認識をしておりまして、日田温泉の旅館、ホテル

からは訪日外国人観光客の利用が増えているという声を伺っておりますので、鵜飼の魅力をより深く知っていただけるよう、英語、

中国語に対応した鵜飼の紹介動画を作成し、鵜飼鑑賞と併せてオンライン上で視聴できるサービスの実施に向けた準備を進めている

というところでございます。

また、先日、日本の伝統的酒造りがユネスコ無形文化遺産の登録に決定し、ますます日本の伝統文化に関心が高まるということが期

待されておりますので、日田の伝統文化の一つであります鵜飼と遊船の魅力発信ということに努めてまいりたいというふうに考えて
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おります。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

最後、市長にお伺いします。鵜飼は日本三大鵜飼、水が磨く郷、観光案内では夏の風物詩ととても親和性の高いものだと思っており

ます。日田市におきましては、とてもシンボリックなものと私は認識しているところです。市長にとって鵜飼とはどういうものなの

かお聞かせください。

市長 ［答弁］

議員のおっしゃいますとおり、三隈川の鵜飼は、岐阜県長良川、愛媛県大洲の鵜飼と並び日本三大鵜飼の一つに数えられ、鵜飼と遊

船は水境日田を象徴する重要な伝統文化であり、観光資源であると考えております。

私も何度か遊船で市外からのお客様と一緒に鵜飼を見る機会がございましたけれども、皆様本当に喜んでくださいまして、このよう

な伝統文化、観光資源があることを市長としても大変誇らしく思ったところでございます。

現在、部長も答弁申し上げたとおり、日本の伝統や文化の体験に関心の高い訪日外国人観光客も増えておりますので、本市を訪れる

観光客にもっと鵜飼と遊船の魅力を体験していただけるよう、引き続き、観光協会や旅館組合と連携して旅行会社との商談会やＳＮ

Ｓ等を活用した旅行商品の磨き上げと魅力発信、議員のお言葉をお借りするならブラッシュアップとプロデュースに取り組んでまい

りたいと考えております。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

ちょっと重複する内容とは思いますが、現在、後継者がいない中、どういう形で文化財として保存していこうと考えているのか、市

長お教えてください。

市長 ［答弁］

鵜飼の技を守っていくためには後継者を見つけること、そのためにも鵜匠、さお差しさんの生計が成り立つことが不可欠であろうと

思っております。後継者の問題につきましては、これまでは鵜匠、さお差しさん任せだった面もございました。今後は文化財保護課

だけではなく、観光課と連携協力し、実際に鵜飼を行う方々、鵜飼観覧用の屋形船を所有する各旅館、加えて日田旅館組合や日田市

観光協会といった関係団体との協議を重ねながら後継者を見つけるべく、生計の問題も含め、課題解決に向けて必要な対策を講じた

いと考えております。

また、新しい視点からの取組として、後継者の候補に鵜飼や船に興味のある方を地域おこし協力隊として全国から公募するようなこ

とも検討してまいりたいと考えます。これらの対策を通じて、日田市の誇るべき伝統文化であり観光資源である鵜飼を次の世代につ

なげるために、何とか後継者を見つけたいと考えているところでございます。

10番（崎尾亮介） ［再質問］

今回はサステナブルツーリズムの３つの観点、環境、文化、経済の側面から質問させていただきました。

そのうち環境に関しては、現在、鵜飼をしている場所は、昨日、宮﨑議員が質問したように鵜飼や遊船に適しているとは言えない状

況でございます。具体的には、アユが生息するには水温が低いほうが適していてその水温が上がっていること、アユは清流の女王と

呼ばれていること、濁度が高かった玖珠川と大山川の下流に三隈川が存在することなどです。鵜飼の魅力を上げるには、三隈川の水

質の改善が要ると感じています。

文化としての側面では、鵜飼の後継者を確保育成し、文化財として保護し、経済としての側面では屋形船の乗船客数を増やす、環境、

文化、経済のうちどれが欠けても鵜飼の存続は厳しいように感じています。

広報ひたの市長コラムを拝見いたしました。記事の内容は小鹿田焼きについてでしたが、小鹿田焼と鵜飼は同じ無形文化財です。無

形文化財に対しての市長の考え、職人の方に対しての敬意と無形文化財の在り方の難しさを文面から感じたところでありました。そ
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の文面を見た上では釈迦の説法のようになりますが、現在の鵜飼は生業として成立しづらい状況にあります。生計が苦しくても続け

る理由に鵜がいること、大きな意味での責任感としてやられているとおっしゃられていました。何を残し、何を更新するのか吟味し、

積極的な保護が必要と考えております。文化を守っていただいていることに対して敬意を持って対応していただくことを期待しなが

ら、一般質問を終わります。


